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吸着技術に寄せる夢

水谷 孝昌

吸着技術は化学工業をはじめとして、食品工業、蕊品

工業、電子工業、印刷工業など広い工業分野において、

分離精製、脱色、脱央、脱~!it.、溶剤回収、水および空気

の浄化など巾広〈利用されている技術であり、また環境

保全対策技術のーっとして、廃水処理、廃ガス処理、脱

臭処理などにも多く利用され、人間の“より快適な生活

環境づくり"にも大きく寄与してきている。近米、新し

い吸着剤の開発、 |汲培技術の基礎研究の展開、電子計$):

機の発達による吸着操作のシミュレーション技術の進展

が目覚ましく、工業界および環筏保全の面から政治技術

の今後のますますの発展が期待されている。

昭和30年代半ば、レーヨン工場排カaス中からのこ硫化

炭素の洛剤回収装置を手がけた装置メーカーの一研究者

としては、現在のl汲培技術の進歩には目を見張るばかり

である。当時の二硫化回収は同伴する硫化水業をアルカ

リ洗浄搭で'5mg/Nm3以下に吸収除去し、活性炭吸着

塔で吸着、脱着 (水ぷ気持生)、乾燥、冷却の 4工程で

回収する方式であり、研究者としてはこの溶剤回収装置

に二つの大きな興味があった。一つは残留硫化水素と二

硫化炭素が活性炭の触蝶-作用により一部が硫酷および硫

黄となり吸箔 ・乾燥阻害を起すため、触媒作用の少ない

活性炭の開発または制極的に硫化水素を完全にl虫豹して

硫黄を生成させる活性炭の開発であり、他の一つはその

当時普及し始めた電子計算機による溶剤回収工往のシミ

ュレーション計算である。前者は活性炭メーカーの努力

により格段の進歩をみたが、 f走者は技術提携先の技術者

に 「吸着操作のデータはガス側からのデータが多〈、活

性炭側のデータが非常に少なく、現実問題として計算す

ることは困難である。i存剤回収装置は理想的な系では計

算できるかも知れないが、現実問題としては経験工学の

域を脱していないものであるJと軽くあしらわれたこと

が思いだされる。その後、技術の進歩によりシミュレー

ション計算も可能になってきたと思われるが、浴剤回収

操作も 4工程から吸着、脱着の 2工程になり、吸苅初期

において乾燥、冷却を兼用するシステムへと変化してき

た。このようなシステムでは系は多成分系(水分も含め

ると 4成分以上が多い)であり、吸着工程の初期lにおい
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ては吸着層内のj昆度は非等温であり、 q及培剤中の水分も

多〈、残留溶剤の一部はがス1QIjに移動するため入口濃度

よりも高くなるなどの現象をシミュレーション計算する

ことは現在でもまだまだ多くの問題を残しており、古

くて新しい問題のような気がしてならない。

話は変りますが、最近、分子設計法、材料設計法の研

究がスーパーコンビューターの発達により、 この手法を道

具としていろいろな分野で意欲的に進められているが、

吸殻剤についても被吸着物質の各種データをインプット

することにより最ー適な吸着剤が決定され、構造制御された

吸着剤が製造される時代が近くなるのではないか。また

現在のシミュレーション技術は装置のいろいろなディメ

ンションを与えて装置特性を近叫計算する正解析計算で

あるが、システムの計画仕様を与えることにより装置の

基本設計偵を得ることができる辺解析計算法(正解析計

算の繰り返しにより求める計算法ではなく )もまた出来

る時代がくるのではないか。また、超制密精製、超純水

製造および環境保全対策上の極微量成分の排出防止を計

るため、極微量濃度 (1/ 100-10ppb)における平衡

値データの取得と吸箔技術の解明も非7れこ必要な問題と

なるであろっ。

「ものがつくJと言う現象の初期には吸靖現象がかか

わっていることが多いと思うが必ずしも明確で・はない。

海水配管への具類の付着をみてみると、配管の平滑度は

付着開始時間に影響を与えるだけであり付着を防止する

ことは出来ない。この付着機構は一般に先ず有機物が付

着し、それを“えさ"として細菌が繁殖し、その上に貝

の幼成がついて成長する過程をとると言われている。こ

の最初に有機物がイ寸活する現象を固体界面の現象として

解明することも吸着技術者にとって必要なことではない

だろうか。

以上、夢のようなことを述べたが、この夢が夢でなく

なる時が一日も早〈来ることを期待する。

三菱重工株式会社

基盤技術研究所次長
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一一吸着式と吸着機構一一

固体表面への吸着の確認及び検討には吸着等侃線のi~IJ

定が基本とされ、古くから控々な系について測定され、数

多く報告されている。これらの報告例を、その等泌総の

形から、 Brunauer，Deming， Deming， Teller 1 )は5つ

の型に分類した (Fig.n この様な等温線について

(
m
w
¥
O
E
)
 z 

争:

PO 

Tyf浴田

P 
PO 

(700.C)0 : I Type V 

乃μI唱

とご

-4t 

Tyρe N 

(800.C) 0 

(900 .C) 0 

p 

Fig.l 

n
u
 

n
u
 

)
 

F
」-nu 

内

u
n
u
 

(
 1.0 

Comparison of Ar adsorption isotherms at 

77 K on silica gels treated thermally at various 
temperatures with adsorption equations. 

@， Experimental;一，Three parameter equa-
tion ; -'-， BET equation 

Langmuir型の局所・吸着、第l層の上の上部吸着相につい

ても多重層模型-stackedlayer model-I!Oち局所吸着

とした模型である o BE T式はH型等温線を定性的では

あるが予測することから、この3'[の等温線で単分子j層完

成後の吸着相については多重層の形成を想定守ることに

なった。併し BET式の実験的等温線への適応比圧範囲

は0.05-0.35であり、これ以上では吸務量は魚、精し、実

測のそれより大きく予測する傾向を示す。この点につい

ての修正は種々試みられている。 2層以上の吸着分子に

分子間相互作用を導入するとか、 2層以上の分子の吸着

ポテンシャルを液体分子のそれと同じと仮定するBET

仮説を修正するなどであるが、何れも単分子層の上の上

部!吸着相についても局所吸指紋型を採用している。又こ

れらの吸着式の傾向は何れも BET式程ではないが笑iJllJ

の吸着機構め検討は気体分子運動論的に誘導された

Langmuir吸器式 2J e = cx / ( 1 + cx )がその先覚的な

指針を与えた。この式の誘導に当り、税型として図体表

面には吸着分子の席は固定されているとした局所吸着棋

型を用いている。この式は比庄の小さい所では吸着量の

急増を示し、 比圧増加に伴ない緩やかな1吸着量の増加を

示すが、単分子版活量以上の吸着は示さない所謂単分子

吸着式であり、 BDDT分類での I型の等温線を説明す

るとされている。実際には単分子吸着歪以上の吸着を緩

やかな明加で示し、 一定め飽和吸着量を示すが形として

はI型である、いわば拡張I型等温線も報告されている

(Fig.2)。 これに対し口型に分類される等温線は初期比

圧で級活量の急増、 中間比圧部で緩やかな級者量の

J曽加、高i七庄領域で再ぴ吸着量の急増を示している。こ

の形の等温線のi!!IJ定例は比較的多い。この型の等温線に

対し Brunauer，Emmett， Teller3)は気体分子運動論的

に吸着:式を導いた。 e= cx / ( 1 -x ) (1 -x + cx )。 この

式は粉体の表面積を求めるのに有効で・あることから、現

-tfも良〈用いられている吸着式である。この式はその

後 HiJl .~ Iにより統計熱力学的に誘導された。この吸着

式は次の模型で導かれている。即ち第 l層については
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Fig.2 

のそれより大きな吸着量を予測する。間体表爾と気相分

3-

Jρ1 

PO PO 
The five types of van der Waals adsorption 
isotherms. 



は気相のそれとは異なるが、吸着分イ・はz)jrl'jも含めた

可動性があるとした模型で吸着式を統計熱力学的に導く

と、e= ICtX(1+CzX)+C2XI /(l+C，X)となり7)

この式は I型等操縦lであるが単分子層完成後も緩やか

に吸活量は増加する拡張I型等温線を示す (Fig.2、4lo

実験との比較てUFig.21こ示される様に熱処理したシリカ

ゲルへの Ar吸常等温線ではほぼ全比庄範問で笑測と一

致し、 II~'i等協線でもFig.4に示される様に BET 式の適

応比圧範囲よ 1)広い0.05-0.6て‘実ijjlJと一致する傾向が

認められる。この傾向は飽和熱気!土より依い圧である単

分子層完成後の中間比庄の吸着分子は単分チj習の上の上

部吸着場で圧縮気体の様に振舞っていることを示してい

(1) 
20 

チとのポテンシャルエネルギーは表前ーからの ~L' 掲ftz の 3

来に逆比例すると近iJj，されているが、表面から 2分イー径

{立~~れるとポテンシャルエネルギーは極小イ~(の 1/8杭度

になる。従って単分チ層の上の上部服着相では単分下層

形成分子と気相分子との相互作用が主な吸着力となるか

ら吸着質分子間相互作用が主主本となるであろう。この様

な状況で比圧1.0以下て'-ili;舶現象類似な多重層形成が可

能なのかは疑問である。実験との比較てイ可れの理論式も

.tji.分子層完成後の中JIIJ比!王でI吸着量が大きく 予測される

のは、こi;tlら上音1)政治HIの桝jiIが rigid過ぎるニと、多

弔層の様な局所吸活

と2考考ぢ号eえられる。この点については Hil16 により検討さ

れている吸着式、一Inx= const e -3は比庄0.9又は0.95

から吸着量の立ち上りをポし、多重層の形成を示唆し

ており、無孔性Ti02-N2等航線と比較し良〈 一致し

ていることを示している (Fig.3)。
。
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ポテンシャル

自由エネルギーを内部エネルギーで置きかえるとし、内

部エネルギーを表面からの距離Zの 3釆に逆比例すると

し、 z ，ま吸着訟を l汲51arの液体密度で割ることでl吸う~f)孟

と関係づけている 。 従って~+的には多重層悦22! と同様

な局所吸着段型に従っている。式の誘導に|祭しエントロ

ビー項を無視している点に疑問の余地はあるが、この式

の特徴は多重層は形成するとしても比圧が0.9-0.95の

様に飽和蒸気圧に近い高比圧部であることを予測してい

る点である。従ってII~'iで示される採な中間比圧部での

l吸着量の緩い明知lは多民)(1の形成によるものではないと

考えられる。単分子府の上の上部吸活相は stacked

layer modelよりはより緩い燐造とし、



ると考えられる。 nlJ;'i_N型で示される高比l王帝1¥での吸

着量の急増は、比圧が1.0以下である ことからも毛管に

よる飽和様以庄の低下を示す毛管凝縮によると巧-える方

が平面での多重層形成一擬凝縮現象ーが起ると考える よ

りは妥当なものと考えられる。
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j吸着ルポルタージユ : 

一一ー日本酸素側 大型PSA酸素発生装置一一

62年春に日本酸栄(倒は、新方式の大型 PSA酸素発生

装置(製品酸系~lii: 1000Nm3 /h )を 1~f.J 発した。 吸おの

現場ルポの第 l副として、この PSA装置の設置されて

いる千築t9，~iìl毛の口本酸素を訪問した。

1000Nrn3/h脱怯の PSA酸:.1.;?)t_g:技置は、ここ数

年・、特に園内の平屯炉業界からの受注が践んであるa 後発

ながら日本雨量索も、この規模の酸素 PSAに名のりを上

げたことになる。

デモンス トレーションおよぴデータ収集問に製作され

た1000Nm3/h酸素 PSAは、平hlの屋内に設置され

ていた。設資谷千六は16m ( W) X 24 m ( l) ) X 7 m ( H )てあ

る (カタログ値はさらに小となる)。記内に入ると、 PSA

特イfの短い切り換えH守防J-Hi:・の配管内の宣伝気流の11:か聞

かれた。伺し、大きな音的発生する配刊=部分はn.及5)'fr搭下

部の防音室内に配的されているので、 i凶背室外では、そ

れほどの騒音ではなb、。一隅にある休恕主では、普通に

会話ができた。

フロセスフ ローシート 、政若干答および配管を図 l、2、

3に示したc

OXYGEN COMPRESSOR 

S江ENCER

ADSORBER 

図 1 酸素PSAのフローシート
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吸着搭は、搭長 6mX搭径3.8mが 3基で検置きとな

っている。傍らに立つとなかなかの大きさで圧倒された。

機置きの服着搭にセψオライト吸着剤は活性アルミナを

下音11にして水平に 2m紅のj享みに充てんされている。搭

下部中央より空気が吹き込まれ、垂直上昇流で充てん層

を吹き抜け、上部より充てん層を東通している 2::4立の管

を通って搭下部に出る。 無ð~ù充てん層通過中に空気分離ー

がなされ、出口からは製品酸素が符られる。

吸着搭に按絞された配管類はほぼ全部が、吸着搭下の

防音室内に配管されている (図 2)。 これもさすがに管

径が大きく、処理空気量の多いことがうかがわれる。

FSA酸素発生装置として、原理的に目新しいもので

はないが、充てん層上部および下部の両方からの均圧工

程があること、および真空再生とパージ再生を組み合わ

せたプロセスとしたことで、製品回収率を上げ、低電力

原単位を達成し、また服着斉IJの利用率を向上させ、高濃

度の酸素が容易に符られるように工夫したとのことであ

った。製品純度93%02で、電力原単位O.37Kwh/Sm3

純酸君主(35.C、1atm) (製品送出圧力が大気圧である場

合)である。

運転は、当然全自動ワンタ ッチ起動 ・停止で、無人運

転が可能で‘、短い停止期間て。あれば (1 - 2日)、数サ

イクルで立ち上が 1)、定常の酸素純度が得られる。また

長い休止期間の後でも、 30分程度ーで定協ーとなる。純度に

ついては、このように定1常常に遥達.するのは、非常に速いが、

一方装置内のい〈つカか、の点でi担淵抑測!1却則11羽lリ定されたi混昆度が一定にな

るには I日以上カか芯カか込るとめことてで"あつた。その意味では、

定常になるのは数日ということになるが、なぜ濃度のみ

が先に一定となるのか、興味深い。何か補償効果とても

いった要因があるのであろうか。定常時のj足度分布は、

よくいわれているように、入口付近iJ<-20.C、出口で常

混といった形になり、しかも壁から内部へと似皮勾配が

ある。充てん層下音1¥に相当する外壁にさわるとヒンヤ IJ

と感じられた。

大町J化に際しては、このよ うなia度分布等の難しい問

題ーがあるにもかかわらず、 20m3/hの規模から、直接

スケーノレアップしたとのことで、その技術力に敬意を表

する。さらに 3000m3/hまでの大型化も充分可能であ

るとのζ とであった。

日本酸素鮒では、この大型の酸素PSAをまず国内の

電炉業界を第ーの目標に、さらに米国等、外国の需要も

開妬したいとのことで、今後の受注が期待される。

-6-
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国3 配管部分
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ミドリ安全株式会社

。働〈人の安全を守りたい砂

情働く人の健康を守りたいか

私達 〈ミドリ安全〉は、 「安全 ・能率 ・幸福への容{土」

をキ土是にかかげ、いつの時代でもi動く人の安全止健康を

トークルに考え、明るく心盟かな社会づ〈りに貢献する

ことを念願して、昭和27年創業以来今日まで努力いたし

てまいりました。

この問、多くの得意先各位からご支援、御鞭轄を賜わり

ながら、産業用安全衛生保護具 ・環境改善機器、装置 ・

健康医療機器、装置 ・電気計if!iJ¥!，品 ・ユニフォーム ・産業

用特殊服など多くの商品を開発してまい 1)、我が国労働

福祉向上の一端をになうことができましたことは、まこ

とに光栄に存じておりますヨ

産業社会の構造的な変化にともなって、安全衛生面へ

の要請も大きく変化してまいリました。〈ミドリ安全〉

は、これらの要請に応えるため、 これからも常に斯界の

r::'イオニアとして、専門的な技術と新商品の開発、優れ

た製品の製造とゆきとどいた販売とサービスの徹底を期

してまいる所存でありますので、何とぞ一層のご指導、

ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

当社の特色

日本全国に100ヶ所を越える販売網を有し、 18，000を

こえるユーザー各伎と直接お取り引きしていただく直販

空気清浄 技 術 試 験 所 試 験 設 備

本社東京都渋谷区広尾5-4-3

〒150電話03-442-8271

代表者代表取締役校長松村元子

ゼ守

国語回

ミドリ安全本社

システムを係用し、市場のニーズを込述かつ的機に把隠

することにより、時代の要請にマッチした商品の企!萌 ・

開発‘生産 ・販売をおこなっております。最近では、

IC産業、新素材、パイオ関連、航空宇宙産業、医療分野

のニーズにもお応えする尚品(安全保護具、静電対策商

品、ユニフォーム等)の研究側発にも力をi主ぎ、着々と

その日比巣を挙げて米ております。これらをパックア・γプ

する関連企業としては、海外をも含め、 22社を擁し、ミ

ドリクループ総力を挙けていj1;I)く人の安全を守りたい q

"j1動〈人の健康を守りたい"に日々経営努力をしており

ます。

、
応急用酸素吸入器<02パックA型〉

ミドリ安全株式会社 商品開発室
次長松田 泰
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法律とは

法律を規制や規制の延長線上のものと思っていた私は

法律に対して生れつき嫌悪感を持っていたように思う。

成る年齢になって法律を見て、それが日常生活で使って

いることは‘や文掌とあまりにもかけはなれたものである

ことを知った時、弘の法律に対する嫌悪感は決定的になっ

たように思うロそんなこともあって、自分の進路を決め

る時、法科という思いは全〈浮んで来なかった。そして

旧制高校は理科へ、大学は工学部へと進み、実社会へ出て

も法律とは全く無縁のまま30年以上も過して来た。とこ

ろが数年前から特許や技術のライセンス契約とか、共同

研究契約とかにかかわりを持つようになり、きちんとし

た契約をするにはいやおうなしに関連した法律を勉強せ

ざるを待なくなり、法律といつものが人間生活を規制す

るようなものではなく、むしろ人間生活と社会の平手nを

維持するためのものであることを知り侍然としたc

私達はよく 「こうゅう ことは法律に検して良しげと書いで

あるからして良いのだ」とか 「こんなことをすると法律

で笥せられますよ」とか考えたり、話したりする e と

ころが笑はそうではないのだ。こういうことをしてはい

けないと判断し決めたのは私達人間であり、法律はただ

それを書いてあるにすぎないということがやっと分って

来た。すなわち法律に書いてあるからやってはいけない

のではなくやってはいけないことを書いてあるのが法律

だということである。しかし、世間にはし、ろいみ価値観

の異なる人があり、かつ人聞の行動も複雑だから、人聞

の或る行動に関し、やってよいと思う人とやってはい

けないと言う人といたら、混乱が起きてしまい、場合に

よっては力と力の争いになってしまう 。そんな時、標準

的判断としてそれは良いと悪いとが決めてあれば争いご

とは解決し易くなる。それが法律の役目だと思九法律

は争いのためとか、生活を規制するためではな く、争い

を和解させたり、布、達の生活を快適にするために存.{j:し

ている。

法律に対し興味を党え親しみを感じているこの頃であ

り、私に法律のことをいろいろ教えて下さった西村ー真回

法律事務所の草野弁護士Fに感謝している。

私達科学技術者ももっと法律のことを勉強するときっ

といろいろフラスになることが多いと思う。それにして

も法律の文章は味しすぎる。でも私のこの思いは文科系

統の人が亀の甲や化学反応式を見た時に感ずる思いと同

じようなものかも知れない。

(オルjjソ側常務取締役宮原昭三)

“脱着"と“脱離"

私は30数年前に大学を$業して以来、吸着とは関係無

く、専ら溶鉱炉内炉内反応に関連した研究に携わってき

ましたが、最近、溶剤回収装置の設計、製作を業とする

会社に移りました。

吸着に関係が無いと言いましたが、吸着現象とは必ず

しも無縁ではなく、鉄鉱石を500'C位で H2 iゲスで還元

するとき、 H20分圧が反応進行に非常に妨害-的な作用

をします。また固体のコークスを CO2や H20でco、

H2にガス化する場合も、 900.C以上の高温ですが、 co
ヵースが大きな妨害作用を示します。これらは H20や

coが反応表面に吸着して、脱着しないために反応を防

げるものと考えられるので、何とか最近の進んだ表面分

析機器でその実態が解明できないものかと考えたのです

が、出来ませんでした。

溶剤回収でも、吸収させることよりも、吸収したもの

を脱落させることのほうが、重要で¥かつ難しいようで

す。現在の会社でも脱着工紅の条件が活性炭の寿命に大

きく影響することを勉強しました。吸着の単位操作解析

にしても、吸着工程は|分に解明され、またコンビュー

ターによるシミュレーション計算も完全のようですが、

脱着過程の速度論的な解明や、そのシミュレーションは

まだまだ不十分のよ うに思います。研究の進展が待たれ

ます。

そういえば、 30数年前に大学で、出身の高ttなS教授

が『“脱箔"という言葉はどうも感じが良くないな、私

は“脱離刊と呼ぶ。jと、端正なお顔で講義されておら

れたことを思い出しました。今の方にはわからないかと

思いますが、当時“脱着"には Stripteaseのニュアン

スがありました。専門用語事典には "脱着"は h 脱雛"

とも言うと書いてありますが 悦離のほうがメカニズム

寄りの感覚があるような気もします。

世の中も変わりまして、“女の帯びの解けるとき刊と

いう感覚も無くなってしまいましたが、着ているものを

脱ぐときのほうが、素晴らしいのだなどと言うと不謹t良

でしょうか。とにかく“脱線"のメカニズムをどなたか

解明して戴けないものかと期待しております。

(日鉄化工機附研究開発本部取締役本部長 原行明)
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「第一回日韓合同分離技術シンポジウム」に参加して

日韓イ子同分総技術シンポジウムが分維技術怒話会と総

国化学工;7:会の分縦技術部門止の共1ftで韓国の慶州東急

ホテルで!封.jm:された。昭和62年10月29日の歓迎レセフシ

ヨンに始まって31口まで、 11罰液分自在Jr平衡 ・蒸留 ..j:rE 

出Jr 1ft，析JI1汲務」の 4セッシコンに分かれて発表が行

われた。 l以"Vfセッションは明治大学竹内教授、者E北大学

卒教ほ(セノションチェアマン)のもとで行われ、 3日

間の聞に発表とテクニカルランチョンおよび発表後の打

ち上けと参加者-にとって楽しいことが多くあった。持者

は発ぷ-を行い、テクニカルランチョンにも参加したのて、

これらについて次固め御誘いもかねて報告する。なお、

k土も楽しかったらしい発表後の打ち上げには参加させて

いたたけなかったので報特は差し控えさせて頂〈。

q及活セ円ションの」心得議i~iは日本側韓国側各 1 件づっ

行われ、~\明ißIJからチェアマンの李教授が The Scope 

of R. & D. in Adsorptionと題してH及活剤から吸着操

作までの研究における進展具合いと問題点について陥広

〈報持された。また、日本mlJからはコチェアマンである

東京大学生産技術研究所の鈴木教授が Adsorption

Technology for Water Pollution Contro1と題して

脱尖などに附述した上水の高度処埋および家庭や工場な

とeのrii水処型に関するH及活操作について先生のこれまで

の御研究を中心にして幅広く報告された。

学会発表する筆者

ポスターセッションは日本側3件、韓国側 lf宇で、件

数の少ない割には基礎的なものから工業的な掠作まで含

まれており、興味深いものであった。口頭発音対立全部で

17f牛あり、日本，"119件、松田11llJ4件、日斡合同が4件あ

った。特に日申立共同研究は本合同シンポジウムの主旨に

沿ったものといえよう。口頭発表の内容は政治剤の物性

のようなぷ礎研究カAら笑操作における再生まで刺広かう

た。また、現イ1:数多くの研究者に興味の持たれている圧

力スイングl以前に関しては本シンポジウムでも特に党表・

が多かったが、これてPすら基礎から爽m化まで報告Lがあ

り発表的谷が重なることカtなかった。これは、チェアマ

ンの先生万が非常に上手に発表必集された結果であり、

参加したわれわれにとって広い分野についてーl互に勉強

できイ1・誌であった。

テクニカルランチョンは3081こ行わiL、セ 1ションチ

ェアマンである竹内先生の扶拶に妨まり、何日の発表に

関する打ち合せカ・あった。席上、竹内先生や一部の会社

の}iからお澗(慶州、i名物の法酒)を頂戴し、大変懇親に

役立った。その後、監州観光を行った。日本の公良tj:こ

こ i~H・Hの J'.~M，をしたといわれており、また般国のj'・1共は

税Jf:行-に!韮州旅1Tをフーレセヂントすると苫われて~ .るたけ

あって、鹿川には古いお寺や古墳があり静かなみ1)11気で

大公索敵な場所であった。そのためだ、はシンポジウム終

了後もう一度同じ場所を家族と観光した。このような栄

敵で怖かな場所で、も、参加者は先に飲んだお倒的妙いで

韓国式テクニカルランチョン
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(もちろん他人の迷惑にならない枝度に)おIi<、に懇税

を深めることができた。また、ある先生(特に名前を隠

す)は各見学地で勧められるまま斡国の小さなおみやげ

を購入され、日斡親善に大変寄与された。

このように「白紙L合同分縦技術シンポジウムjは日緯

親善に役立つとともに間際学会における発表の入門場所

として最適である。そこで、特に日本吸治学会の若手の

会員の皆様に次回の参加を呼びかけるとともに、今回ご

苦労されたチェアマンの竹内先生、鈴木先生にお札をの

べて祭主透く。

明治大学工学部工業化学科

講師古谷英 二

戸市町。H白山市・H町田町。，~. .!r'i'"+""'-'i"山、珂目H珂.珂-叩台

; /.会ふ、 丘ヒ E 
;玄 ロ l

日本吸着学会第2回研究発表会のお知らせ
昨年に続いて、第 2回研究発表会を下記のように開催

する予定です。第 1固め研究発表ー会は、豊橋技術科学大

学の皆様のご霊力により多数の皆様が出席さn盛会でい

した。本学会の設立の趣旨は"}j:.際的な学会であることか

ら、化学、化学工学、物理学の研究者のほか、企業のあ

らゆる分軒からの御参加をお待ちしております。どうそ、

今回も潜って御参加下さいますようご準備おき下さし、。

日時 昭 和63年11月24日(木)-25日(金)

会場明治大学校友会館

(東京・神田駿河台、 JR御茶の水駅下車)

講演申込締切 7月初日(土)

講演要旨締匂J 9月30日(金)

なお、申込についての詳細は、次号のAdsorptionNews 

でお知らせ致します。

今回は、企業各社よりの製品等の展示も企画致してお

ります。こちらの申込もお待ちしております。

間合せ先干214川崎市多摩区東三回ト1-1

明治大学工学部工業化学科

竹内雄、茅原一之

電話 044-911-8181 (内線 380、381)

事務局からのお知らせ

本会設立以来、会員も順調に増え、 3月18日現在、維

持会員数23社、正会員数 190人となりました。 これも会

員の皆様方のご協力の賜物と考え、お礼申し上げます。

本年度も第 l回本学会主催の研究発表会の折りに開催

されましたZ墜事会ならびに総会でご承認戴いた事業計画

を実施したいと思いますロこれらの諸事業を円滑に遂行

するため、未だ本年度会費をご納入裁いていない会員の

方々は至急、ご納入お願い致します。

会費納入状況

年度
維持会員 正会員

会員数 納入員数 会員数 納入員数

日E手[162 22 22 185 172 

昭和63 23 13 190 99 

昭和64 2 

なお、昭和62年度の会費を末納の会員の方は、昭和63

年度会費と共にご納入戴きますようお願い致します。

(事務局竹内薙、鈴木義丈)

IEX'88のお知らせ

INTERNATIONAL CONFERENCE 

“DEVELOPMENT AND USE OF ION EXCHANGE 

FOR INDUSTRY"のお知らせ

主催 Society of Chemical Industry 

期日 1988年 7月17-22日

場所 ChurchillCollege， University of Cambridge， 

U. K. 

Provisional technical programme 

( 1) Water treatment 

( 2) Environmental and resin developments 

( 2 -a) Environmental 

( 2 -b) Resin developments 

( 3) Fundamentals 

( 4) Hydrometallurgy 

( 4 -a) Process developments 

( 4 -b) Resin developments 

( 5) N uclear applications 

( 6) 1norganic 

( 7) Bio-products 

( 8) Membranes 

( 9) Chemical applications 

宿舎は ChurchillColJegeの中に用意されています。

本会議に参加御希望の方で、まだ登録されていない方は

次どの宛先にご逮絡下さい。

連絡先 ConferenceSecretariat， SC1， 14 Belgrave 

Square， London SW1X1WP， U. K. 

なお、詳細はオルガノ側宮原昭三氏 (T乱 03-815-7111 ) 

にお問L、合せ下さい。
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第 3回イオン交換セミナーのお知らせ

昭和63年度のセミナーは 「“超"を包括すイオン交換J

と題して避暑地として名高い白樺湖畔で2泊 3自の合宿

形式で行いますロ皆様方のご参加をお待ちしております。

主催:

協賛:

日本イオン交換研究会

日本化学会、日本分析化学会、

電気化学協会、化学工学協会、日本薬学会、

日本原子力学会、日本海水学会、

日本1築学会、環境科学会、日本q及活学会

日時: 昭和63年 8月3日 (水)-5日 (金)

会場: 昭和薬科大学諏訪校合 (白様湖畔)

長里J県茅野市北山琵琶石3424

(校舎事務所 TE L 0266-68-2208) 

第 1日 (8月3日)

10: 30 受付開始

13: 30 プロローグ 超を目指すイオ ン交換

(山梨大 ・工 )鈴木喬

13 : 40 続演1 イオン交換校技術の展開

14 : 40 講演2

と諸問題

(日本たばこ産業)

田中良修

イオン交換の日次機能

(東大 ・生産研)妹尾学

15: 40 コー ヒープレイク (20分)

16: 00 講演3 層の電荷密度を制御した

M状イオン交換体

(山梨大 ・工)水野村暢ー

17 : 00 終了

18: 00 ミキサー (20:30 終了)

第 2日 (8月4日)

9: 00 講演4

10: 00 講演5

イオン交換体における表

面機能設計と鮒!!県への応

用

(千葉大 ・工 )上松奇矯喜

新しいイオン交換制脂の

開発動向

(東京有機化学工業)

高見沢行雄

11 : 00 コー ヒープレイク (20分)

11 : 20 講演6 復水脱塩の最近の進歩

一一理想的な削旨分離移

定ンスアム一一一

(荏原インフ ィルコ)

長南勘六

12: 20 エクスカーション述総昼食

13: 00 エクスカーション(17:00まで 4時間)

19: 00 講演7 生物屯気化学とイオン交

換

(東工大・工)相沢益!Jj

20: 00 終了

20: 10 有志 ミキサー (22:00 終了)

第3日 (8月5日)

9: 30 ~泌í 8 核拙舎におけるアイソト

ープテイラリングとイオ

ン交J免

(東工大・原子炉研)

岡本 Ij!，笑

10: 30 コーヒープレイク (20分)

10 : 50 I {ネjレディスカ ッション

司会(東工大・理)阿部光雄、

会講師

11 : 50 セ ミナー を終えるにあたって

(山梨大・工)鈴木喬

参加賀: (セ ミナー費、講演テキスト代費、ミキ

サ-t~、エクスカーシ ョン費を含む)

個人会只 会社関係 30，000円

個人会.u 大学官庁 15，000円

学生会日 5，000円

非会長 40，000円

協i士会員は個人会員と同等とします。

宿泊費: 昭和必科大学諏訪校舎奴椋に 2泊 3目、

3食付， 10，000刊で術作lできます。

参加申込方法: 次の 3点を同.Ir:tして現金書留でお

送 1)下さい。

1 .参加貸+宿泊費

2 . 繋~}大の用紙に次の4E項を記入したもの

(1)氏名 (2)会員番号(所属学会を明記)

(3)勤務先名 (4)勤務先所在地 (5)職名

(6)電話番号 (7)性別

:1 . j卸自分の宛名を記した返信用封筒 1枚

(60円切手添付)

参加申込締切: 昭和63年 7月 1R (金)

(定員100名:先着順に受付定員に

達し次第締切と致します。)

申込先 : 干400 甲府市武田 4-3ー11

山製大学工学部応用化学卒|

第 3回イオン交換セミナ一笑行委員長

鈴木添

TEL 0552-52-1111 Ext. 5137 



日本吸着学会新会員名簿

l月以後 3月15日迄に受け付けました新会員(維持会員数は 1社、正会員数は 6名・)をご紹介致します。なお、 3月

15日現在の会員数は維持会員23社、正会員190名 (退会1名)になりましたロ

1.維持会員

会員名 称
代表者

連絡担当者

住所

(所属部署)
電話番号(内線)

クラレケミカル鮒 取締役社長 豊島賢太郎

小 田 中寿雄 (技術管理室)

2.正会員

氏 名 勤 務 先 住 所 電話番号(内線)

水野 全 東洋酸素(槻技術研究所

松永 斉 奥多摩工業側技術開発部研究3謀

古川 l登 久 奥多摩工業側技術開発部研究3謀

中 山 祐輔愛 媛 大 学 工 学 部 工業化学科

孫 晋 彦 韓国東亜大学校工科大学化学工学科

加藤正直豊橋技 術 科 学 大 学 物 質 工 学 系

編集委員

委員長松村芳美(産業医学総合研究所)

委員金子克美 (千葉大学理学部)

茅原一之 (明治大学工学部)

古谷英二(明治大学工学部)

水嶋 i青(北炭化成工業側技術本部)

宮原昭三 (オルカノ(械)

際、 行明 (日鉄化i機側研究開発本音1)) 
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